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県
な
ど
が
建
設
を
進
め
る
新
内
海
ダ
ム

（小
豆
島

郎
）
で
の
強
制
収
用
楠
慎
額
な
ど
を
等
理
す
る
県
収

用
委
員
会
（
堀
丼
茂
会
長
）
の
第
５
回
番
理
が
抑
日
、

高
松
市
番
町
１
の
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、

格
著
し
た
。

甲
け
れ
ば
７
月
上
旬
に
も
、

収

用
範
囲
や
楠
田
額
な
ど
を
記
し
た
載
決
書
が
地
権
者

一

ら
に
送
付
さ
れ
る
。

　

　

　

　

　

　

【
吉
田
暮
矢
】

７
月
上
旬
に
も
裁
決
書
送
付

諄
理
で
は
、

県
と
地
雄
　
　
一
方
、

地
権
者
側
は
３

．

者
双
方
が
意
見
陳
述
。

県

人
が
意
見
陳
述

ｕ
代
理
人

側
は

「０９
年
２
月
に
事
業

一
弁
護
士
は

「ダ
ム
計
画
察

一

記
定
を
支
り
、

台
理
伴
や

一
の
基
礎
デ
ー
タ
な
ど

へ
の

．

公
益
性
が
記
め
ら
れ
た
」

疑
間
に
対
し
、

（
県
隅
か

「今
年
度
予
算
で
も

（
国

ら
）
何
の
回
答
も
需
て
い

柳
布
す
穂
榔
切
揮
撲
襲
抑

一
触
帥
計
掟
れ
や
ま

「車
軸
脚

一

業
の
正
当
性
を
主
張
。

そ

一
進
ん
で
は
い
け
な
い
」
と

の
上
で

「説
明
会
を
開
催

主
張
。

地
権
話
の
出
西
莞

し
、

理
解
を
求
め
て
き
た
　
明
さ
ん
は

「本
当
に
必
要

が
、　

一
部
地
権
者
の
同
意

な
ダ
ム
な
の
か
」
と
薙
間

印
暉
車
的
が
い
輝
饗
拘
親

一
確
鞭
針
勁
帥
律
熱
卵
紳
難

ど
と
し
て
、

平
用
の
解
決

一
傑
男

，
共
同
代
表
は

⌒
―

高

一

を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
松
地
裁
で
害
理
中
の
）
事

県
収
用
委
が
結
審

ロ

７
月
ま
で
に
裁
決

の
ハロ理
性
や
公
益
性
が
認
め
ら

業
認
定
聴
り
消
し
訴
訟
が

確
定
す
る
ま
で
、

解
決
在

待

っ
べ
き
だ
」
と
主
張
し

た
へ）

新
内
海
ダ
ム
建
設
問
題

県
収
用
委
が
結
審

７
月
に
も
裁
決

へ

県
収
用
委
員
会
は
２０
日
、

高
松

市
内
で
５
回
目
の
審
理
を
開
き
、

小
豆
島
の
新
内
海
ダ
ム
の
建
設
を

推
進
す
る
県
側
と
事
業
に
反
対
す

る
地
権
者
側
の
双
方
が
意
見
陳
述

し
、

結
審
し
た
。

県
収
用
委
事
務

局
に
よ
る
と
、

早
け
れ
ば
７
月
ご

ろ
に
裁
決
が
出
る
見
通
し
と
い

力つ
。こ

の
日
、

県
の
担
当
者
は

「洪

水
か
ら
地
元
住
民
を
守
る
と
と
も

に
、

上
水
道
及
び
農
業
用
水
を
安

定
的
に
確
保
し
、

河
川
環
境
を
保

全
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
事

業
」
と
改
め
て
主
張
し
た
。

こ
れ

に
対
し
、

反
対
派
の
地
権
者
は

「
（
新
内
海
ダ
ム
を
作
る
）
別
当

川
以
外
の
被
害
も
含
め
た
誤

っ
た

被
善
実
績
に
基
づ
い
て
計
画
を
進

め
て
い
る
。

利
水
で
も

（
１
９
９

７
年
の
）
吉
田
ダ
ム
稼
働
以
降
、

時
間
給
水
な
ど
の
制
限
を
受
け
た

こ
と
は
な
い
」
と
改
め
て
訴
え
た
。

県
用
地
対
策
室
に
よ
る
と
、

新

内
海
ダ
ム
の
事
業
予
定
地
は
約
１５

万
５
千
平
方
げ
で
、

こ
の
う
ち
約

９７
％
は
０８
年
３
月
ま
で
に
買
収
を

終
え
、

県
収
用
委
の
議
論
の
対
象

は
・５
人
の
地
権
者
が
所
有
す
る
計

約
５
千
平
方
席
。

内
海
ダ
ム
再
開
発
事
業
　
れ
、

予
算
も
満
額
の
事
業
費
が

内
示
さ
れ
た
」
と
し
て
早
期
の

県
な
ど
が
進
め
る
内
海
ダ
ム

再
開
発
事
業
で
、

未
買
収
用
地

裁
決
を
求
め
た
。

を
強
制
収
用
す
る
際
の
補
償
額
・
地
権
者
側
は
３
人
が
意
見
を

な
ど
を
決
め
る
県
収
用
委
員
会

一表
明
。

「事
業
認
定
取
り
消
し

（堀
井
茂
会
長
）
の
第
５
回
審

訴
訟
の
結
論
が
出
る
ま
で
裁
決

理
が
２０
日
、

高
松
市
番
町
の
県

を
待
つ
べ
き
」

「治
水
・
利
水

社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

．両
面
で
必
要
な
い
ダ
ム
。

私
た

か
れ
た
。

県
側
、

地
権
者
側
の
　
　
　
　
　
　
ほ
に
よ
っ
て
召
し

双
方
が
最
終
意
見
を
述
べ
、

結
　
　
　
　
　
　
こ
ぃ
ぅ
不
条
理
に

審
し
た
。

裁
決
は
遅
く
と
も
１７
‥　
　
　
　
　
　
付
な
い
」
な
ど
と

月
に
は
出
る
見
通
し
。
　
　
　
・

意
見
陳
述
で
県
側
は

「住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

水
を

安
定
的
に
確
保
す
る
う
え
で
必

要
不
可
欠
な
事
業
」
と
強
調
。

「国
の
事
業
認
定
を
受
け
事
業


